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 要 旨  

 

目的： 日本におけるがんサバイバーおよびがん既往歴のない者の現在の喫煙率と飲酒率を明ら

かにし、他国の全国規模の代表的な調査との比較を行うことを目的とした。 

 

方法：前向きコホート研究（東北メディカル・メガバンク地域住民コホート）のベースラインデ

ータを用いて横断的研究を実施した。2013年から 2015年にかけて，コホートに参加する 20歳

以上の住民を対象に、自記式質問票による調査を実施した。過去にがんの既往がある対象者は、

がんサバイバーに分類した。性差、年齢を調整し、現在の喫煙者、飲酒者の有病率を算出した。

年齢調整有病率比（PR：がんサバイバー率をがん既往歴のない人の率で割ったもの）および 95％

信頼区間を log-binomial回帰モデルで推定した。 

 

結果：がんサバイバー2,760人を含む 36,786人が調査対象となった。男性では、がんサバイバー

における年齢調整を行った喫煙率と飲酒率はそれぞれ 18.8％と 74.4％で、年齢調整 PR（95％

CI）はそれぞれ 0.76（95％CI, 0.66-0.86,p＜0.001）および 0.95（95％CI,0.91-0.98,p＝0.002）

であった。同様に女性では、それぞれ 6.1％、37.9％、0.84（95％CI,0.67-1.06,p＝0.138）、0.96

（95％CI,0.90-1.03,p＝0.313）であった。米国、英国、豪州の研究においても、がん既往歴のな

い人に比べてがんサバイバーの現在の喫煙率や飲酒率が大幅に低くはなかったが（PR ≥ 0.75）、

韓国の研究では低かった（PR < 0.75）。 

 

結論：日本人のがんサバイバーにおいて、特に男性の多くが、現在も喫煙および飲酒を続けてい

た。欧米の研究と同様に、がんサバイバーががん既往歴のない人の割合より大幅に低いというこ

とはなかった。 


